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1 研究内容・目的

学習指導要領の数学の目標に「数学的な表現や処理の

仕方を習得し，事象を数理的に考察し表現する能力を高

める」という一節がある. また, 評価基準に「数学的な

表現」に相当する「思考・判断・表現」の項目があるが,

「表現」についての説明はあるものの「思考・判断」の

説明が殆ど為されてない. では,「数学的な表現」や「数

理的な考察」とはどんなものか？数学的な思考を身に付

けることの利点は何か？ これらの疑問に対し, 「思考・

判断」に焦点をおき, 文献で知識を取得し, 考察するこ

とにした.

2 文献による理論

学力の点数は日本の小・中学生の点数は断然世界一位

だが, しかし学校で教えられる量, テレビ視聴時間が国

際的に最も多いのに対し, 読書時間が最短である. その

為か, 機械的な計算等は高い点数を取るが, 想像力・思

考力を働かる応用問題は低い. また, 学年が上がるごと

に, 将来や生活に不要に見える教材に想像力や探究心を

枯渇させていってしまう.

一般に数学は, 論理で固められた強化というイメージ

が強い. だが, 意外なほどの想像力, 仮定による思考, ア

イデアといったものが働いていて, むしろ豊かな想像力

が思考の基盤となっている. 考えるとは, 謎や問題が投

げ込まれたとき, その理由を探り, 自分の世界に位置づ

け, 解決しようとする運動だ.「想像力」「論理」「イメー

ジを整理し構造化する力」等の色々な能力が関与してい

るが,「想像力」が大半を占めている.「なぜ」に説明を

与え, よりシンプルな説明を見いだす行為で, 強烈な興

味を持ち, 疑問を抱くことが大切になる.

3 文献に対する考察

上記の学力テストの結果は古いものだが, 想像力や思

考力が低い事は現在にもある問題だ. これは興味や自主

的活動から学習活動を行っていた経験主義から教科を系

統的に分け効率的に知識を入れる系統主義への移行が要

因だと考えられる. しかし, この系統主義が全日本国民

に一定以上の教育を授けられており, 基礎知識を取得し

た上で応用に発揮できる為, 一概に系統主義が悪いとも

言えない.

数学的思考・判断は「なぜ」を元に「想像力」を用い

て考える能力であり, 数学は機械的な計算や論理だけで

なく, これらの能力を養える教科だと考えられる. また,

数学のように「抽象」化する事で一般化, 拡張し, 他教

科や系統で分ける事の出来ない問題に取り組む事が出来

るのでは無いだろうか？

4 今後の進展・課題

今回は知識を得る事に重点を置いたので, 今後は挙げ

た疑問や「教員の立場から出来る事」, 「どのような方

法で身に付けられるのか」や「社会が求める能力との関

係」等についての理論を進めたい.また,数理科学研究会

で発表の場を頂いているが, 中身は哲学寄りである. そ

の為, 明確な真理が唯一として存在しているわけではな

い. つまり参考にさせて頂いた文献の量が少なく, 自身

の偏った解釈等の存在が否定できないのだ. その為, 今

後は多くの文献を参考にし, 偏りを補った理論を得たい.
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